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ポイント①打ち込み目地仕様
組積時のモルタル縦目地が不要です。

ブロックを組積すると、ブロック内側に縦目地充填部ができます。コンクリートを充填すると、

縦目地にも同時に充填され、縦目地が形成されます。コンクリートの充填圧によっては、表面

にノロが漏れ出す場合があります。本品はこれを軽減するために、フェイスシェル端部を凸凹

にしています。完全に防止する場合は、フェイスシェル端部をシーラーなどで接着して下さい。

ポイント②空洞ブロックのノインと厚さが同じ
構造厚を15ｃｍ、実厚を16ｃｍにしています。

これにより、通常のノインと厚さが揃います。

ポイント③基礎に使ってデザイン性の向上
ノインRM型枠ブロックは基礎にも使えます。

基礎はＧＬから５ｃｍ程度上げて仕上げることが、塀の耐久性上、

推奨されています。基礎が見えると、デザイン性が損なわれることがあります。

基礎立ち上がりに意匠付きのノインＲＭ型枠を使用すれば、デザイン性を

損なうことがありません。

ポイント④控壁なしの高層塀
RM造であれば控え壁のない塀を建築することができます。

参考断面図を各種準備中です。

お客様による安全性証明が必要です。

※RM造（鉄筋コンクリート組積造）は、型枠ブロック組積して配筋し、内部にコンクリートを充填する

構造です。RC造（鉄筋コンクリート造）と同等の耐力があることが、告示により認められています。

□ブロックの性能：ＪＩＳ Ａ５４０６ 型枠状ブロック 圧縮強さによる区分「２５」 に準拠します。（ＪＩＳ申請準備中）

性能証明が必要な場合は、試験成績表をお求め下さい。
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